
  

 

子どものこんなことで困っていませんか？ 

〇学校に行きたくない、行けない。 

〇子どもにどう接していいか分からない。 

〇友だち関係で悩んでいる。 

〇精神的に不安定。        など 

スクールソーシャルワーカーの基本的姿勢 

〇一人一人の子どもを個人として尊重します。 

〇子どものパートナーとして、一緒に課題解決に取り組 

みます。 

〇課題よりも可能性に目を向けよりよい未来を探します。 

 

〇スクールソーシャルワーカーは、子ども達が日々の生活の中で出会ういろいろな 

困難を、子どもを中心に、子どもとともに考えていく福祉の専門家です。 

     

〇スクールソーシャルワーカーは、子どもの抱えている困り事の原因が、子どもだ

けにあると考えるのではなく、取り巻く状況や関わっている人との関係にあると

考えます。そこで、子どもを取り巻く環境改善のため、必要な 

支援や関係機関へ繋いだり、情報提供をおこなったりします。 

     

〇スクールソーシャルワーカーは、子どもたちを指導する人ではありません。同じ

目線で子どもや保護者と一緒に考えます。また、学校の先生方と子どもの育ちに

大切なことは何なのか作戦会議をしながら、保護者と学校の架け橋の役割を担い

ます。 

 各学校には「スクールカウンセラー」「スクールソーシャ

ルワーカー」などの専門家がいます。まずは気軽に身近な

先生へ「相談したい」とお伝えください。 
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スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）って？ 
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